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研究⽬的
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今後の課題

システム 開発⾔語｜HTML/CSS, JavaScript, PHP

システムによる研究活動プロセスや
リフレクション内容の可視化・管理

研究活動プロセスとリフレクションの
可視化・管理

研究背景

[1]Kolb, D. A. (1984): Experiential Learning: Experience as the Source of Learning and Development

コルブの経験学習サイクルモデル[1] 困難性

研究活動で試⾏錯誤した
具体的経験の想起が難しい

リフレクションが
能動的に実践されない

振り返ったことを
実践に活かせない

研究活動プロセスと
リフレクションの
可視化・管理
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研究計画の可視化

経験学習ログの可視化
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学習者サイドシステムサイド
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・ユーザインタフェースの改善 ・有効性の確認
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Q＆Aによる試⾏錯誤内容の
リフレクション
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⽤語が難しくて
理解ができない

なぜ上⼿く
いかなかった？

どうすれば
良かった？

⼀⼈きりでやらずに
相談しながら
やってみよう

この⽤語の意味は
何ですか？

内省的観察＋抽象的概念化→リフレクション

能動的実験
経験を通して構築された
スキーマや理論の実践

抽象的概念化
経験の⼀般化、抽象化を通した
他の状況でも応⽤可能な
ルール、スキーマの作成

具体的経験
学習者が環境（他者・⼈⼯物等）に
働きかけることで起こる相互作⽤

内省的観察
⾃らの⾏為・経験の意味を
対象とした俯瞰的な観点からの

振り返り、意味づけ

リフレクションの実践（実装中）

研究活動プロセスの表出

質問提起によるリフレクションの実践

リフレクションの実践

タスクの外化による
研究活動プロセスの表出

研究活動プロセスの表出
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研究計画の変遷の記録

タスクの実践結果

研究活動プロセスの振り返りによる経験学習⽀援システムの開発

研究活動において試⾏錯誤した経験から学び, 以降の研究活動に活かせることが望ましい


